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可児市議会議長 

肥田　正志 
可児市長 

山 田　　豊 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

輝
か
し
い
平
成
二
十
年
の
新
春
を
迎
え
、市
民
皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
も
引
き
続
き
、第
三
次
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、市
の
将
来
像
で
あ
る
「
心
豊
か
な 

活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
・
可
児
」の
実
現
に
向
け
て
、全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ

て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
、
必
要
な
援
助
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
事
務
所
等
関
係
行
政
機
関
の
業
務
に
協
力

す
る
な
ど
し
て
、
社
会
福
祉
を
増
進
す
る
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
３
年
で
、
民
生
委
員
は
児
童
委
員

を
兼
ね
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
児
童
委

員
は
、
児
童
お
よ
び
妊
産
婦
、
母
子
家
庭
な

ど
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。
現
在

可
児
市
で
は
１
７
９
人
の
民
生
委
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
制
度
の
歴
史

　

民
生
委
員
制
度
は
、
そ
の
さ
き
が
け
と
な

る
制
度
が
生
ま
れ
て
か
ら
、　

年
が
経
ち
ま

９０

し
た
。
１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
）
岡
山
県

に
お
い
て
、
防
貧
事
業
の
遂
行
を
目
的
と
し

て
、
済
世
顧
問
制
度
が
発
足
。
翌
年
、
大
阪

府
に
て
方
面
委
員
制
度
が
発
足
し
、
そ
の
後

昭
和
３
年
ま
で
に
全
国
の
都
道
府
県
に
波
及

し
ま
し
た
。
昭
和
７
年
に
救
護
法
が
施
行
さ

れ
、
昭
和　

年
か
ら
方
面
委
員
制
度
が
全
国

１１

統
一
の
制
度
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
４
６
年
（
昭
和　

年
）
方
面
委
員
か

２１

ら
民
生
委
員
へ
と
改
称
さ
れ
、
戦
後
の
衣
食

住
・
貧
困
等
の
混
乱
か
ら
人
々
を
救
護
す
る

た
め
に
、
１
９
４
８
年
（
昭
和　

年
）
民
生

２３

委
員
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
児
童
福
祉
法
が
１
９

４
７
年
（
昭
和　

年
）
に
制
定
さ
れ
、
こ
れ

２２

に
よ
っ
て
民
生
委
員
が
同
時
に
児
童
委
員
を

兼
ね
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専
門

に
担
当
す
る
児
童
委
員
と
し
て
、
平
成
６
年

に
主
任
児
童
委
員
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
７
つ
の
活
動

①
社
会
調
査

　

担
当
区
域
内
の
住
民
の
実
態
や
福
祉
需
要

を
日
常
的
に
把
握
し
ま
す
。

②
相
談

　

地
域
住
民
が
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て
、
相

手
の
立
場
に
立
ち
、
親
身
に
な
っ
て
相
談
に

の
り
ま
す
。

③
情
報
提
供

　

社
会
福
祉
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
、
そ
の
内
容
や
情
報
を
住
民
に
的
確
に
提

供
し
ま
す
。

④
連
絡
通
報

　

住
民
が
、
個
々
の
福
祉
需
要
に
応
じ
た
福

祉
サ
ー
ビ
ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
関
係
行
政
機

関
、
施
設
、
団
体
等
に
連
絡
し
、
必
要
な
対

応
を
促
す
パ
イ
プ
の
役
割
を
務
め
ま
す
。

⑤
調
整

　

住
民
の
福
祉
需
要
に
対
応
し
、
適
切
な
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
支
援
し

ま
す
。

⑥
生
活
支
援

　

住
民
の
求
め
る
生
活
支
援
活
動
を
自
ら
行

い
、
支
援
体
制
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

⑦
意
見
具
申

　

活
動
を
通
じ
て
得
た
問
題
点
や
改
善
策
に

つ
い
て
と
り
ま
と
め
、
必
要
に
応
じ
て
可
児

市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
を
通
し
て
関

係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
起
し
ま
す
。

厚生労働大臣の委嘱状の伝達を
市長から受ける代表者

シンボルマーク

ボランティア活動なの？

法律で給与を支給しない

旨が明記されています。無償

の奉仕活動の草分け的存在で

す。

受け持つ人数は？

可児市の場合、国の基準

では一人120～280世帯を担

当。実際には、実数として可

児市では一人平均216世帯を

担当しています。

どうやって選ばれるの？

民生委員は、市町村に設

置された民生委員推薦会が都

道府県知事に推薦し、都道府

県知事は、地方社会福祉審議

会の意見を聞いて厚生労働大

臣に推薦します。都道府県知

事の推薦によって、厚生労働

大臣が委嘱します。

シンボルマークの意味は？

幸せの芽生えを示す四つ

葉のクローバーをバックに民

生委員の「み」の文字と児童委

員を表す双葉を組み合わせ、平

和のシンボルの鳩をかたどっ

て、愛と奉仕を表しています。

もっと知りたい！

可児市民生児童委員連絡

協議会では、公式ホームペー

ジを立ち上げ、詳しく情報を

提供しています。

http://www.kaniminsei.net
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可
児
市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会

　

市
内
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児

童
委
員
全
員
に
よ
り
連
絡
協
議
会
を
組
織
し

て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
市
全
体
で
行
う
行

事
や
研
修
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
の
改
革
に
よ
り
現
在
は
、
４
つ
の

委
員
会
を
組
織
し
、
総
務
委
員
会
に
お
い
て

は
、
制
度
改
正
へ
の
対
応
や
組
織
改
革
な
ど

を
、
広
報
委
員
会
に
お
い
て
は
、
機
関
紙

「
共
生
の
心
」の
発
刊
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

に
よ
る
広
報
活
動
を
、
研
修
委
員
会
に
お
い

て
は
、
初
任
者
・
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
研
修
な

ど
受
講
者
に
応
じ
て
き
め
細
か
な
研
修
会

を
、
活
動
委
員
会
に
お
い
て
は
、
全
体
催
事

の
企
画
実
施
・
独
居
者
へ
の
歳
時
は
が
き
発

送
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

可
児
市
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
の
傘

下
に
は
、
９
つ
の
地
区
に
協
議
会
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
ご
と
に
異
な
る
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
り
、

高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
た
り
、
最

近
で
は
、
子
育
て
世
代
の
援
助
や
交
流
を
図

る
た
め
、
子
育
て
サ
ロ
ン
を
多
く
の
地
区
で

開
設
し
て
い
ま
す
。
各
地
区
と
も
、
そ
の
地

域
な
ら
で
は
の
活
動
に
成
果
を
挙
げ
て
い
る

中
、本
年
度
は
、南
帷
子
民
生
児
童
委
員
協
議

会
が
岐
阜
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
か

ら
優
良
単
位
民
児
協
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
状
況

　

グ
ラ
フ
①
②
で
見
る
よ
う
に
、民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
相
談
・
支
援
活
動
の
内
容
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外

に
実
態
調
査
や
研
修
・
行
事
な
ど
に
も
、
積

極
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　私たち委員は、生活保護の運用、戦後の防貧を目的とし
た活動に始まり、近年では住民の福祉サービスの利用支援
などに重点が移っています。一方で、社会奉仕者としての地
道な個別訪問活動や相談活動は、まさに民生委員児童委
員の本分として連綿と受け継がれてきています。
　今年からは特に、日ごろの見守り活動を通じて、独り暮ら
し高齢者世帯、高齢者夫婦世帯、障がい者がみえる世帯、
子育て世帯など、災害時に支援が必要な方を把握すること
に力を入れてまいります。また、児童虐待や悪徳商法被害、
児童犯罪被害、自然災害被害などについても、住民の立場に立ち、個人の秘
密を守りつつ誠意ある活動をいたします。
　今後もいろいろな機関と連携し、共に協力し、住みよい可児市にしてまいりた
いと思います。市民皆さま方の一層のご協力をお願いいたします。

認知症の人 （単位：人） 
寝たきりの人 
６５歳以上の独居者 

６３８ 

１８１ 

６５ 

６９８ 

１７３ 

５３ 

８０１ 

１６３ 

５５ 

９１７ 

１６０ 

６９ 

９８２ 

１４５ 

６８ 
１,２００ 

１,０００ 

８００ 

６００ 

４００ 

２００ 

０ 
H１４ 

要援護者数の推移 

H１５ H１６ H１７ H１８ 

相談・支援件数 

在宅介護・介護保険１５％ 

健康・保険相談 
５％ 

子育て・子どもの 
教育など２６％ 

生活費・仕事・年金等４％ 家族・住居・生活環境 
１０％ 

日常的な支援１３％ 

その他２７％ 

その他の活動件数 

調査・実態把握１８％ 

行事・事業・ 
会議への 
参加２１％ 

地域福祉活動・ 
自主活動３４％ 

民児協運営・ 
研修参加２５％ 

証明事務２％ 

各
地
区
民
生
児
童
委
員
協
議
会

（
単
位
民
児
協
）

グラフ①グラフ②

グラフ③

　

ま
た
、日
ご
ろ
か
ら
安
否
を
気
遣
っ
た
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
定
期
的
に
訪
問
を
要
す
る

人
（
要
援
護
者
）
は
、
グ
ラ
フ
③
の
と
お
り

年
々
増
加
し
て
お
り
、
委
員
の
年
間
活
動
時

間
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

国
内
で
も
、
毎
日
悲
し
い
事
件
が
新
聞
紙

上
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
個
々
の
事

例
に
は
、
背
後
に
何
倍
も
の
類
似
し
た
事
例

が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
の
多
く
は
、

こ
う
し
た
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
々
の

地
道
な
活
動
に
よ
り
、
未
然
に
防
が
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

可児市民生児童委員
連絡協議会
会長　鈴　木　隆　道

　可児市では、今回の改選に伴い１９名の主任児童委員が
配置されました。
　近年、核家族化に伴う育児不安や子育ての孤立化に加
えて、児童虐待をはじめ、不登校、少年非行の問題が深刻
化するなど、子どもや家庭を取り巻く状況が大きく変化してき
ています。このような状況の中で、主任児童委員は、地域に
おける子育ての支援活動（子育てサロン）や児童虐待防
止、子どもを守る活動の推進役として、また不登校などの課

題を抱える親子の身近な相談・支援者としての役割が求められています。
　これらを踏まえ、私たち可児市の主任児童委員は、小・中学校及び関係機関
と協働・連携し、問題の解決に向けた活動に取り組んでいくとともに、個人情報
の保護と守秘義務を遵守することを誓い、子どもたちの健やかな育ちを願って、
その環境づくりの一翼を担いたいと思っています。

可児市主任児童委員
協議会
会長　澤　村　祐　子



 

民生委員 児童委員の紹介記事 

 

 

p.6、p.7 の民生委員児童委員の名簿については、任期（平

成 19 年 12 月 1 日～平成 22 年 11 月 30 日）が終了したた

め削除しました。 
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今
か
ら　

年
前
の
平
成
７
年
１
月
に
発
生

１２

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
、
地
震

発
生
後
２
週
間
経
っ
て
も
安
否
確
認
が
で
き

な
い
行
方
不
明
者
が
存
在
し
た
都
市
部
に
対

し
、
兵
庫
県
旧
北
淡
町
（
現
淡
路
市
）
で
は

震
災
当
日
の
夕
方
に
は
安
否
確
認
が
終
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
旧
北
淡
町
が
「
あ
の

家
の
お
じ
い
さ
ん
は
、
い
つ
も
あ
の
部
屋
で

寝
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
ま
で
知
っ
て
い
る

よ
う
な
地
縁
血
縁
の
つ
な
が
り
が
深
い
町

で
、
そ
の
情
報
を
基
に
最
短
距
離
と
最
短
時

間
で
捜
索
と
救
出
が
可
能
で
あ
っ
た
た
め
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
、
能
登
半
島
地
震
に
見

舞
わ
れ
た
石
川
県
輪
島
市
門
前
町
で
は
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
教
訓
に
し
て
作
成
し
て

い
た
『
災
害
時
要
援
護
者
支
援
マ
ッ
プ
』
が

避
難
、
捜
索
、
救
助
に
活
用
さ
れ
、
要
援
護

者
約
４
０
０
人
の
安
否
確
認
が
わ
ず
か
４
時

間
で
完
了
し
た
そ
う
で
す
。

　

こ
の
二
つ
の
町
に
共
通
し
て
い
る
こ
と

は
、
援
護
が
必
要
な
人
の
情
報
が
あ
っ
た
こ

と
で
す
。
可
児
市
に
お
い
て
も
災
害
時
に
備

え
、
情
報
を
ま
と
め
る
た
め
の
災
害
時
要
援

護
者
登
録
台
帳
作
り
に
着
手
し
ま
す
。

　
要
援
護
者
の
対
象
者 

　

要
援
護
者
の
対
象
者
は
災
害
時
等
に
お
い

て
地
域
で
の
支
援
を
希
望
す
る
在
宅
の
人

で
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
個
人
情

報
を
地
域
の
人
た
ち
に
提
供
す
る
こ
と
に
同

意
し
た
次
の
人
で
す
。

①
高
齢
者
の
み
で
生
活
し
て
い
る
人（
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
、高
齢
者
の
み
の
世
帯
）

②
介
護
保
険
の
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人

③
身
体
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
１
級
〜
３
級
ま
で
の
人

④
知
的
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

⑤
精
神
障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
人

⑥
前
各
号
に
準
ず
る
状
態
に
あ
り
、
災
害
時

等
の
支
援
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

　
（
傷
病
者
・
難
病
者
・
人
工
透
析
を
受
け
て

い
る
者
・
低
肺
機
能
者
等
）

　
要
援
護
者
の
登
録 

　

１
月
か
ら
順
次
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

要
援
護
者
の
対
象
者
で
、
台
帳
登
録
を
希

望
す
る
人
は
、市
が
情
報
を
把
握
す
る
た
め
に

必
要
な
登
録
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

台
帳
の
登
録
は
、
本
人
に
よ
る
申
請
ま
た

は
民
生
児
童
委
員
の
個
別
訪
問
調
査
に
よ
り

行
い
ま
す
。

�
①
に
該
当
す
る
人
は
民
生
児
童
委
員
が
個

別
訪
問
し
て
台
帳
作
成
の
調
査
を
行
い
ま

す
�
②
か
ら
⑤
に
該
当
す
る
人
は
市
か
ら
『
災

害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
兼
登
録
台
帳
』

を
送
付
し
ま
す
。
登
録
を
希
望
す
る
人
は

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で
市
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い

�
⑥
に
該
当
す
る
人
は
自
治
会
、
民
生
児
童

委
員
、
各
連
絡
所
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す 要援護者登録申請書兼登録台帳の様式

～可児市災害時要援護者支援制度が始まります～

可児市では、災害時やそのおそれがある場合に、家族などからの支援が困難で何らかの助けを
必要とする高齢者や障がい者など（災害時要援護者。以下「要援護者」とします。）が、地域
の中で支援を受けて安心して安全に暮らせるよう、災害時要援護者台帳の整備を始めます。

災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時ののののののののののののののののののののののののののののの高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ややややややややややややややややややややややややややややや障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障がががががががががががががががががががががががががががががいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののののののののののの災害時の高齢者や障がい者の
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全のののののののののののののののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめににににににににににににににににににににににににににににに安心・安全のために
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の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
で

市
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

�
①
〜
⑥
に
該
当
し
な
い
人
で
、
災
害
時
に

支
援
が
必
要
な
人
は
、
福
祉
課
に
ご
相
談

く
だ
さ
い

　

作
成
し
た
台
帳
は
自
治
会
（
自
主
防
災
組

織
）、
民
生
児
童
委
員
な
ど
に
お
渡
し
し
、
災

害
発
生
時
の
支
援
に
活
用
し
ま
す
。

　

な
お
、
台
帳
は
、
個
人
情
報
が
掲
載
さ
れ

ま
す
の
で
、
情
報
提
供
し
て
も
よ
い
と
い
う

ご
本
人
ま
た
は
申
請
代
理
人
の
同
意
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　
地
域
支
援
者
と
は 

　

災
害
が
発
生
し
そ
う
な
場
合
や
発
生
し
た

と
き
に
、
要
援
護
者
に
対
し
、
災
害
に
関
す

る
情
報
を
伝
え
た
り
、
一
緒
に
避
難
し
た
り

す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
た
だ
く
人
で

す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
に
、
日
ご
ろ
か
ら
声
掛
け
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
す
ぐ
に
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
要
援
護
者
の
近
隣
住
民
の
中
か
ら
２

人
程
度
に
地
域
支
援
者
と
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
申
請
さ
れ
る
要
援
護
者
の
方

が
地
域
支
援
者
の
同
意
を
得
て
い
た
だ
く
こ

と
を
原
則
と
し
、
地
域
支
援
者
に
も
担
当
と

な
る
要
援
護
者
の
台
帳
を
提
供
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
へ 

　

災
害
時
に
は
市
役
所
、
消
防
署
を
は
じ
め

と
す
る
行
政
機
関
や
消
防
団
な
ど
が
避
難
住

民
の
誘
導
な
ど
、公
的
支
援
を
行
い
ま
す
が
、

大
規
模
な
災
害
発
生
時
な
ど
で
は
行
政
の
支

援
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の

制
度
は
要
援
護
者
を
地
域
の
中
で
見
守
り
、

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
ま
た
災

害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
地
域
支
援
者
が
一

緒
に
避
難
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
う
と
い
う

共
助
の
精
神
に
基
づ
く
地
域
活
動
で
す
。
地

域
の
皆
さ
ま
に
は
、
こ
の
よ
う
な
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
留
意
事
項 

　

要
援
護
者
は
、
地
域
支
援
者
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
精
神
に
よ
り
支
援
を
受
け
る
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
、
台
帳
登
録
に
よ
っ
て
、
災

害
時
等
の
支
援
を
保
障
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
地
域
支
援
者
は
、
要
援
護

者
の
避
難
誘
導
等
に
関
し
、
決
し
て
そ
の
責

任
を
負
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
地
域
の
結
び
つ
き
が
減
災
に 

　

災
害
の
被
害
を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
何
よ
り
大
切
で

す
。
地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
は
自
分
で
行
う
よ
う
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
隣
近
所
で
災
害
時

の
援
護
が
必
要
な
人
を
把
握
し
て
お
き
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
助
け
合
え
る
地
域
の
つ
な

が
り
を
深
め
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
問
合
先　

福
祉
課

■災害時要援護者支援のしくみ 可児市 
災害時要援護者台帳 

災害時等の支援 

民生児童委員 ・自治会（自主防災組織） 
・地域支援者 

協　力 

台帳の開示 台帳の開示 

登録の同意 

・調査対象者 
・台帳登録希望者 
 

台帳登録者 
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第
５
巻
で
は
、
古
代
か
ら
近
世
（
奈
良
時

代
〜
江
戸
時
代
）
の
可
児
市
に
関
す
る
歴
史

資
料
を
紹
介
し
ま
す
。今
回
は
、「
可
児
町
史
・

史
料
編
」
発
刊
以
降
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た

新
資
料
を
加
え
、
約
５
０
０
点
の
資
料
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料
に
は
分
か
り

や
す
い
解
説
を
載
せ
、
読
み
や
す
い
本
と
な

る
よ
う
心
掛
け
ま
し
た
。

　

特
に
今
回
は
、
近
年
出
土
し
た
木
簡
や
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た

 
修
験 
、 
虚  
無  
僧 
の
資
料
な
ど
興
味
深
い
も
の

し
ゅ
げ
ん 

こ 

む 
そ
う

を
多
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。
以
下
、
本
巻
の

概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
構
成
と
内
容
〕

第
１
部　

古
代
・
中
世

　

第
１
部
は
４
章
か
ら
成
り
、
奈
良
時
代
か

ら
戦
国
時
代
ま
で
の
資
料
約
１
０
０
点
を
掲

載
し
ま
す
。

　

第
１
章　

古
代

　

第
２
章　

荘
園
・
公
領
関
係
史
料

　

第
３
章　

地
名
・
人
名
関
係
史
料

　

第
４
章　

市
内
所
在
史
料

第
２
部　

近
世

　

第
２
部
は　

章
か
ら
成
り
、
江
戸
時
代
の

１０

資
料
で
、
新
発
見
の
も
の
や
地
元
に
現
存
し

て
い
る
も
の
を
含
め
約
３
６
０
点
を
掲
載
し

ま
す
。

　

第
１
章　

近
世
社
会
の
成
立
と
領
主
支
配

　

第
２
章　
 
千  
村 
氏
と 
山
村 
氏

ち 
む
ら 

や
ま
む
ら

　

第
３
章　

可
児
市
域
の
村
々

　

第
４
章　

近
世
の
自
然
と
地
域
社
会

　

第
５
章　

ひ
と
び
と
の
暮
ら
し

　

第
６
章　

人
と
モ
ノ
の
動
き

　

第
７
章　

近
世
の
寺
社

　

第
８
章　

学
問
と
文
化

　

第
９
章　

領
主
に
よ
る
改
革
の
実
施
と
村
々

　

第　

章　

幕
末
・
維
新
期
に
お
け
る
可
児

１０

　

市
域

第
３
部　
 
木  
札 
・ 
金
石
文 

き 
ふ
だ 

き
ん
せ
き
ぶ
ん

　

第
３
部
で
は
、
可
児
市
内
の
石
造
物
、
神

社
の 
棟
札 
（
神
社
に
奉
納
す
る
木
の
札
）、 
鰐 

む
な
ふ
だ 

わ
に

 
口 
（
神
社
の
社
殿
の
軒
下
に
つ
る
す
金
属
製

ぐ
ちの

道
具
）、
瓦
、
木
簡
な
ど
約　

点
の
資
料
を

５０

掲
載
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
多
く
の
資
料
の
写

真
を
使
い
、
視
覚
的
に
楽
し
め
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。 

―
第
5
巻
の
採
用
資
料
よ
り
―

可
児
市
指
定
重
要
文
化
財

大
般
若
経

　

第
５
巻
で
は
、
可
児
市
指
定
文
化
財
で
あ
る

 
薬  
王  
寺 
（
東
帷
子
）
の

や
く 
お
う 
じ

 
大  
般 
若
   

だ
い 
は
ん 
に
ゃ 

経 
き
ょ
う

の 
奥  
書 
（
寄

お
く 
が
き

進
者
の
名
前
な
ど
を
巻
末
に
記
し
た
も
の
）
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市
史
編
さ
ん
に
伴

う
調
査
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
史
編
さ
ん
事
業
開
始
の
段
階
で
は
、
市
内

に
残
っ
て
い
る
中
世
資
料
は
ほ
と
ん
ど
確
認

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
可
児
市

史
第
１
巻
の
発
刊
に
伴
う
仏
像
調
査
を
薬
王

寺
で
行
っ
た
と
こ
ろ
、 
応  
永 
８
年
（
１
４
０
１
）

お
う 
え
い

　

月
に
帷
子
の 
神  
明  
宮 

し
ん 
め
い 
ぐ
う

に
奉
納
さ
れ
た 
版  
本 

は
ん 
ぽ
ん

１０（
版
木
で
す
ら
れ
た
も
の
）
の
大
般
若
経
（
５

８
６ 
帖 
）
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
第
５
巻
の
発

じ
ょ
う

刊
に
向
け
て
詳
細
な
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
の
お
経
が
南
北
朝
時
代
に 
開  
板 
（
出
版
の
こ

か
い 
は
ん

と
）
さ
れ
た
も
の
で
、
可
児
市
域
に
残
る
中
世

資
料
と
い
う
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
の
印

刷
文
化
史
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
平
成　

年
に
は
可
児
市

１９

指
定
重
要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。

応永８年１０月　薬王寺大般若経奥書

寛政１１年　廻国供養塔

宝暦元年　徳野陣屋守大久保尚四郎帰参願書

現
在
、
市
で
は
、
可
児
市
史
第
５
巻
と
第
６
巻
（
と
も
に　

年
３
月
発
刊
予
定
）
の
予
約

２０

注
文
を
受
け
付
け
中
で
す
。

今
回
発
刊
す
る
可
児
市
史
は
い
ず
れ
も
「
資
料
編
」
で
、
古
文
書
な
ど
の
文
字
資
料
を
多

数
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
一
足
先
に
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

進
む
市
史
編
さ

市
史
編
さ
ん 

―
３
月
発
刊
に
向
け
て 

　
　
　
　
編
集
も
大
詰
め
― 

進
む
市
史
編
さ

市
史
編
さ
ん 
進
む
市
史
編
さ
ん 

可
児
市
史
第
５
巻
・
第
６
巻
の
予
約
受
け
付
け
中 
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可
児
市
史
で
は
、
明
治
維
新
か
ら
太
平
洋

戦
争
終
結
ま
で
を
「
近
代
」、
戦
後
か
ら
平
成

　

年
５
月
に
可
児
市
が
兼
山
町
と
合
併
す
る

１７ま
で
を
「
現
代
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
６
巻
の
掲
載
資
料
は
約
６
５
０
点
で
、

年
代
的
に
新
し
い
資
料
も
可
能
な
限
り
掲
載

す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
明
治
期
の

古
い
資
料
に
つ
い
て
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

皆
さ
ん
が
初
め
て
目
に
す
る
資
料
と
な
り
ま

し
た
。

〔
構
成
と
内
容
〕

第
１
章
〜
３
章　

近
代

　

明
治
初
年
か
ら
太
平
洋
戦
争
終
結
ま
で
の

資
料
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
可
児
市
に
お
け

る
近
代
社
会
の
成
り
立
ち
や
展
開
の
様
子
、

そ
し
て
戦
時
期
の
記
録
な
ど
を
多
数
収
録
し

て
い
ま
す
。

第
４
章
〜
６
章　

現
代

　

太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
平
成　

年
の
兼
山

１７

町
と
の
合
併
ま
で
の
資
料
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
戦
後
の
民
主
化
の
様
子
、
町
制
・
市
制

な
ど
の
行
政
の
動
き
、
高
度
経
済
成
長
期
の

発
展
と
人
口
急
増
な
ど
戦
後
の
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
を
資
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

地
図
・
空
中
写
真
か
ら
見
る
可
児

　

新
旧
の
地
図
や
空
中
写
真
を
も
と
に
、
視

覚
的
に
可
児
の
近
・
現
代
を
と
ら
え
て
い
ま

す
。戦
後
す
ぐ
に
撮
影
さ
れ
た
空
中
写
真
と
、

現
在
の
空
中
写
真
を
比
較
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

数
字
で
見
る
可
児

　

人
口
や
土
地
利
用
の
推
移
な
ど
を
、
統
計

資
料
と
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
「
数
字
」
か
ら
可
児
の
変
遷
を
追
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

話
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
１
月　

日
（
木
）
ま
で
に
申
し
込
み

３１

を
さ
れ
た
場
合
は
、
予
約
特
典
と
し
て
市
史

の
送
料
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

価
格
と
体
裁 

○
可
児
市
史
第
５
巻　

資
料
編　

古
代
・
中

世
・
近
世
＝
Ｂ
５
判
・
約
８
０
０
ペ
ー
ジ
・

価
格
３
５
０
０
円

○
可
児
市
史
第
６
巻　

資
料
編　

近
・
現
代

＝
Ｂ
５
判
・
約
８
５
０
ペ
ー
ジ
・
価
格

　

３
５
０
０
円

既
刊
の
可
児
市
史
も
販
売
中 

　

既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
可
児
市
史
第
１
巻

と
第
４
巻
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
市
役
所
ま

ち
づ
く
り
推
進
課
、
市
史
編
さ
ん
室
、
兼
山

振
興
事
務
所
、
各
連
絡
所
な
ど
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

○
可
児
市
史
第
１
巻　

通
史
編　

考
古
・
文

化
財
＝
価
格
３
５
０
０
円

○
可
児
市
史
第
４
巻　

自
然
編
・
民
俗
編
＝

価
格
３
５
０
０
円

●
問
合
先　

市
史
編
さ
ん
室
�
�
４
６
０
１

予
約
方
法 

　

広
報
か
に　

月
１
日
号
に
折
り
込
み
の
予

１２

約
申
し
込
み
は
が
き
（
切
手
不
要
）
を
ご
利

用
い
た
だ
く
か
、
直
接
市
史
編
さ
ん
室
に
電

市
史
編
さ
ん
室
移
転
の
お
知
ら
せ

　

市
史
編
さ
ん
室
は
、２
月
か
ら
総

合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）
に
移
転

し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、２
月
以
降

は
住
所
・
電
話
番
号
が
市
役
所
と
同

じ
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

―第6巻の採用資料より―
地図、空中写真から見る可児

　写真は、昭和２２年に米軍が撮影したもの（上）
と、平成１７年に同じ地区を撮影したもの（下）
です。どこの地区かわかりますか。昭和２２年の
写真に写っているのは山ばかりのように見え
ます。それが現在では、多くの宅地が立ち並ぶ
地域となっています。
　答えは「桜ケ丘地区」です。昭和４０年代の開
発で、市域の丘陵地は大きな変ぼうを遂げまし
た。以前の風景が想像できないような地区もた
くさんあります。

久々利村の戸長関係書類

町村合併申請書（可児町誕生時）

�昭和２２年米軍撮影

平成１７年可児市撮影
�



ピエールドゥロンサール 
 Pierre de Ronsard（Meilland フランス 1986年） 

　オールドローズを思わせる花形と柔らかな色合いが

人気のつるバラで、2006年にはバラの殿堂入りを果た

した名花です。バラのテーマガーデン内『育種家のバ

ラ園』ほか、園内各所でご覧いただけます。 

　5月下旬ごろから咲き始めます。 

 

 

 
 （文・写真　花フェスタ記念公園） 

クラシカルな大輪の花 

１７ 

��

　１２月１日に、かたびらユニックフェスティバ

ルに行きました。

　まずはじめにうけつけをして、ストラックア

ウトをしました。うまく当てられるかふあんで

したが、６まい当てることが出来てうれしかっ

たです。

　それから、体いくかんに入って、だるまおと

し、ピロポロ、キックターゲットをしました。

キックターゲットは、前からやってみたかった

のでまってる間ドキドキしました。そして、６

まい当てることが出来ました。とてもうれしか

ったです。　さいごに茶せきで、まっ茶とおまん

じゅうを食べました。はじめてまっ茶をのみま

したが、おいしかったです。

　はじめてのことやふだん出来ないことがいろ

いろ出来て、とても楽しかったです。

かたびらユニック
フェスティバルに行ったよ

ストラックアウトに挑戦�フォームもきまってるね　

子どもワクワク探偵団
●水野隆仁さん
　　（南帷子小２年）



絵本づくりって楽しいよ 
●橋本 茜 さん（下切・１１歳） 
● 橋本真依 さん（下切・８歳） 

16

次の皆さんから浄財などの 
寄付がありました。（敬称略） 

社会福祉に… 
●今渡北民生児童委員会　●ことぶき会

●可児市商工・観光・サービス祭り実行委員

会　●土田小PTA　●姫治公民館　●野

村峯生（故人）　●清水ケ丘自治会　●緑

自治会　●（特）サンピープル　●可児市

赤十字奉仕団川合分団　●可児市赤十字

奉仕団　●ヤングミュージックフェスタ実

行委員会　●裏千家亀谷宗良○の会 

交通遺児激励に… 
●㈱可児自動車学校 

かわいいお子さんの写真募集中！ 

宛先 郵送 〒509-0292　 
広見一丁目１番地　「こっちむいてパシャッ」係 

メール kouhou@city.kani.lg.jp（250キロバイト～1.5メガバイト程度で撮影） 
※お子さんの名前（ふりがな）、生年月日、保護者の氏名、住所、電話番号、コメ
ントを30文字程度明記してください。 
　（写真はデータ、プリントどちらでも可） 

広報かに ２００８.１.１��

　茜さんと真依さんは、旭小学校に通う仲良し姉妹です。

　二人は今年度、「第１０回花のまち可児・手づくり絵本

大賞」の奨励賞をそろって受賞しました。しかも茜さん

は、２年連続の奨励賞受賞です。

　茜さんは、昨年の夏、小学生手づくり絵本講座に参加

して、絵本を作ることが大好きになりました。今回は妹

の真依さんに製本方法を教えながら、自分の本も作りま

した。

　今回のテーマは「１０」。難しく感じられるのですが、

内容を思いついたきっかけについて、茜さんは「１０は数

字だから、テストについて書こうと思いました」、真依

さんは「かくれんぼをするときは１０まで数えるから」と、

教えてくれました。

　一番お気に入りのページをたずねると、二人はとびき

りの笑顔でこのページを開いてくれました。



��

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ 

熱
い
思
い
を
リ
ズ
ム
に
乗
せ
て 

1

１１/２５ 
　
　

月　

日
、「
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ

１１

２５

ス
タ
２
０
０
７
」
が
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
出
場
バ
ン
ド
は
８
グ
ル
ー
プ
で
、

ロ
ッ
ク
あ
り
、ジ
ャ
ズ
あ
り
、ポ
ッ
プ
ス
あ
り

の
さ
ま
ざ
ま
な
演
奏
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

可
児
市
か
ら
は
、B

A
R
E
F
O
O
T
W
A
L

K
E
R
S

（
ベ
ア
フ
ッ
ト
ウ
オ
ー
カ
ー
ズ
）、

V
E
L
V
E
T

（
ベ
ル
ベ
ッ
ト
）
の
２
グ
ル
ー
プ

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

各
バ
ン
ド
の
演
奏
に
続
い
て
、
昨
年
の
ゴ

ー
ル
デ
ン
ア
ー
ラ
賞
受
賞
バ
ン
ド
の
演
奏
や

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
審
査

結
果
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ア
ー
ラ
賞
は
東
京
で
主
に
活会場を魅了したELEMENTAL FLASHのステージ

動
し
て
い
る
４
人
組
ポ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

のE
L
E
M
E
N
T
A
L
F
L
A
S
H

（
エ
レ
メ
ン

タ
ル
フ
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

可
児
高
校
の
軽
音
楽
部
に
所
属
し
て
い
る

B
A
R
E
F
O
O
T
W
A
L
K
E
R
S

は
、
見
事
オ

ー
デ
ィ
エ
ン
ス
賞
を
受
賞
し
、
メ
ン
バ
ー
は

感
激
し
た
面
持
ち
で
、「
嬉
し
い
で
す
」
と
声

を
震
わ
せ
て
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

お互いの受賞をたたえて

大健闘のBAREFOOT WALKERS

4

か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ 

私
た
ち
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す 

１２/２ 

　
　

月
２
日
、
広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア
で

１２
「
か
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
７
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ェ
ス
タ
に
は
、
市
内
外
か
ら
約　

の
団
体

４０

が
参
加
し
、
活
動
紹
介
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
参
加
団
体
の
パ
ネ
ル
展
示

や
手
づ
く
り
品
の
販
売
の
ほ
か
、
パ
ン
、
お

菓
子
、
豚
汁
な
ど
の
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
設
け

ら
れ
、
手
づ
く
り
の
雑
貨
や
食
べ
物
を
買
い

求
め
る
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

（特）IT寺子屋のブースでパソコンを体験

図
書
館 

リ
ユ
ー
ス
本
を
ど
う
ぞ 

3

１１/２３ 
　
　

月　

日
、
図
書
館
本
館
で
、
除
籍
し
た

１１

２３

古
い
資
料
を
市
民
に
リ
ユ
ー
ス
（
再
活
用
）

本
と
し
て
無
料
で
譲
る
催
し
が
行
わ
れ
、
大

勢
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
会
場
に
並
べ
ら
れ
た
の
は
、
古

い
雑
誌
や
図
書
な
ど
、
約
６
０
０
０
冊
。
入

り
口
で
会
場
を
見
回
し
て
「
す
ご
い
！
」
と

声
を
上
げ
る
人
も
い
ま
し
た
。

　

１
人　

冊
ま
で
譲
り
受
け
ら
れ
る
と
あ
っ

１０

て
、
大
人
も
子
ど
も
も
腕
に
何
冊
も
の
本
を

抱
え
て
、
満
足
そ
う
に
会
場
を
後
に
し
ま
し

た
。

この本も面白そうだよ



広報かに ２００８.１.１��

　
　

月
９
日
、
第　

回
可
児
駅
伝
競
走
大
会

１２

５０

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
た
め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
選

手
た
ち
は
、
各
自
の
区
間
を
駆
け
抜
け
、
次

の
走
者
へ
と
た
す
き
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
参
加
者
は
、　

チ
ー
ム
４
８
０

８９

人
で
、
第
１
部
か
ら
第
５
部
の
各
部
門
に
分

か
れ
て
タ
イ
ム
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

沿
道
か
ら
は
応
援
に
駆
け
付
け
た
市
民
の

温
か
い
声
援
や
、
仲
間
た
ち
の
励
ま
し
の
声

が
飛
び
、
選
手
た
ち
を
後
押
し
し
ま
し
た
。

第
５０
回
可
児
駅
伝 

た
す
き
で
つ
な
ぐ
心
と
心 

2

１２/９ 

　

各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
通
り
で
す
。

○
第
１
部
（
一
般
男
子
・
高
校
男
子
）
＝
帝

京
大
可
児
野
球
部
Ａ　

○
第
２
部
（
中
学
男

子
）
＝
西
可
児
ゴ
ー
ゴ
ー
ズ
１　

○
第
３
部

（
一
般
）
＝
西
可
児
中
Ｏ
Ｂ　

○
第
４
部
（
一

般
女
子
・
高
校
女
子
）
＝
可
児
高
校
陸
上
部

Ａ
○
第
５
部
（
中
学
女
子
）
＝
共
和
中
学
校

選
抜
Ａ

緊張の一瞬

力強い走りで感動のゴール！

消
防
音
楽
隊 

吹
奏
楽
を
楽
し
ん
で 

6

１２/９ 

　
　

月
９
日
、
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
、
可

１２
児
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
第　

回
定
期
演
奏

１４

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
服
に
身
を
包
ん
だ
音
楽
隊
が
、
二
部
構

成
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
ほ
か
、
テ
レ
ビ
や
映

画
で
お
な
じ
み
の
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
聞
き
覚
え

の
あ
る
曲
を
口
ず
さ
む
姿
も
見
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

約
８
０
０
人
の
来
場
者
は
、師
走
の
一
日
、

日
ご
ろ
の
忙
し
さ
を
離
れ
て
、
心
地
よ
い
吹

奏
楽
の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

制服姿もりりしく

　
　

月
２
日
、
ふ
る
さ
と
川
公
園
で
、「
冬
の

１２
ほ
た
る
」
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
約

５
万
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
点
灯
さ
れ

る
と
、来
場
者
か
ら
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
暖
か
い
飲
み
物
の
サ
ー
ビ
ス

や
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に 
扮 
し
た
ス
タ
ッ
フ
か

ふ
ん

ら
子
ど
も
た
ち
へ
お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

ど
手
作
り
の
お
も
て
な
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
も
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
楽
曲

の
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
冬
の
ほ
た
る
」 

き
ら
め
く
光
の
公
園 

5

１２/２～１/６ 

約６００人が見守った点灯式



��

【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

土曜窓口 

　市は、毎月第１、３土曜日（祝日を除く）に、市民課と税務課 
で証明書発行業務などを行っています。 
●時間　午前８時３０分～午後５時１５分 
●場所　市役所（入口は庁舎増築棟東口） 
●業務内容　住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各種税
務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸籍の届け
出の受け付け、納税相談 

※住所変更はできません（外国人についても同様です）。 

土曜窓口 

1/5貍・19貍・2/2貍 

子
ど
も
セ
ン
タ
ー 

 　

可
児
市
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年
で
６

回
目
と
な
る
青
少
年
育
成
団
体
交
流
会
「
わ

か
る
よ
・
で
き
る
よ
・
楽
し
い
よ
」
を
行
い

ま
す
。
各
団
体
の
活
動
紹
介
や
体
験
・
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
・
会
員
募
集
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
内
容
で
す
。皆
さ
ん
、
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
期
日　

１
月　

日
（
日
）

２０

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１１

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
対
象
者　

小
学
生
か
ら
高
校
生
（
新
一
年

生
も
参
加
で
き
ま
す
）

●
内
容　

団
体
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

「
わ
か
る
よ
・
で
き
る
よ
・

楽
し
い
よ
」
を
開
催

●
参
加
団
体　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
可
児
第
１

団
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
岐
阜
県
第　

団
、

３２

可
児
市
少
年
少
女
合
唱
団
、
Ｖ
Ｙ
Ｓ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
・
生
涯
学
習
か
に
、
可
児
市
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

●
入
場
料　

無
料

　

問
合
先　

生
涯
学
習
課

可
児
家
庭
教
育
研
究
会 

 
●
期
日　

１
月　

日
（
金
）

１８

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
テ
ー
マ　
「
い
じ
め
に
つ
い
て
の
考
察
」

　
「
嘘
を
つ
く
子
ど
も
と
親
の
あ
り
か
た
」

●
講
師　

谷
口
育
子
さ
ん
（
同
会
）

●
参
加
費　

１
０
０
円
（
飲
み
物
代
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　

問
合
先　

同
会
の
丸
田
さ
ん

 

�
�
６
２
３
１

図
書
館 

手
作
り
年
賀
状
を
募
集

　

図
書
館
は
、「
あ
な
た
に
届
い
た
年
賀
状

展
」
に
展
示
す
る
、
手
作
り
年
賀
状
を
募
集

し
ま
す
。

家
庭
教
育
に
つ
い
て
の

勉
強
会
を
開
催

　

あ
な
た
に
届
い
た
心
の
こ
も
っ
た
年
賀
状

や
、あ
な
た
の
年
賀
状
を
展
示
し
ま
せ
ん
か
。

●
申
込
方
法　

作
品
の
表
面
に
、
返
却
先
の

住
所
、
氏
名
を
明
記
し
て
、
図
書
館
本
館

に
直
接
提
出
す
る
か
、
郵
送
（
〒
５
０
９

�
０
２
１
４　

広
見
５
７
０
�
５
）
す
る

●
申
込
期
間　

１
月
５
日（
土
）〜　

日（
木
）

３１

※
年
賀
状
は
展
示
終
了
後
に
返
却
し
ま
す
。

作
品
展
示 

 

●
期
間　

１
月　

日（
金
）〜
２
月　

日（
月
・

１８

１１

祝
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
７
時
（
土
・
日

１０

曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

●
場
所　

図
書
館
本
館
（
広
見
）

　

問
合
先　

同
館 

�
�
５
１
２
０

百
人
一
首
・
新
春
か
る
た
会 

お
正
月
を
楽
し
も
う

　

図
書
館
と
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
、
毎

年
恒
例
の
「
新
春
か
る
た
会
」
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

初
心
者
・
上
級
者
に
分
か
れ
て
の
勝
ち
抜

き
ゲ
ー
ム
で
、
参
加
賞
も
あ
り
ま
す
。

●
日
時　

１
月　

日
（
土
）

１９

●
時
間　

午
前
９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１１

３０

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
対
象
者　

小
学
１
年
生
以
上

●
定
員　
　

人
程
度
（
先
着
順
）

２０

●
参
加
費　

無
料

　

申
込
・
問
合
先　

図
書
館
本
館

 

�
�
５
１
２
０ 

催
し 

E
ven

t

募
集 

In
vitation

昨年の様子



広報かに ２００８.１.１��

里
山
ク
ラ
ブ
可
児 

里
山
の
楽
し
さ
を
体
感
し
よ
う

●
期
日　

１
月　

日
（
土
）

１２

●
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

●
場
所　

我
田
の
森
（
久
々
利
）

●
内
容　

自
然
の
材
料
で
つ
る
か
ご
、
す
だ

れ
を
編
ん
で
里
山
の
自
然
に
親
し
む

●
対
象
者　

一
般
成
人

●
定
員　
　

人
程
度
（
先
着
順
）

１０

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

●
申
込
締
切　

１
月　

日
（
木
）

１０

　

申
込
・
問
合
先　

環
境
課

資
源
活
用
グ
ル
ー
プ 

ふ
ろ
し
き
に
親
し
も
う
！

　

市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
「
資
源
活
用

グ
ル
ー
プ
」
は
、
ふ
ろ
し
き
の
結
び
方
講
座

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
ど
こ
の
家
庭
に

も
あ
る
、
今
は
あ
ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い

「
ふ
ろ
し
き
」
を
見
直
し
、
活
用
方
法
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
い
ざ
と
い
う
時
の
防
災
グ

ッ
ズ
と
し
て
も
役
立
ち
ま
す
。

●
期
日　

１
月　

日
（
土
）

２６

●
時
間　

午
前　

時
〜
正
午

１０

●
場
所　

春
里
公
民
館

●
内
容　

さ
ま
ざ
ま
な
形
や
大
き
さ
の
物
の

包
み
方
、
バ
ッ
グ
・
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て

の
使
い
方
な
ど

●
持
ち
物　

ふ
ろ
し
き
（
家
に
あ
る
も
の
）

●
対
象
者　

一
般

●
定
員　
　

人
（
抽
選
）

１５

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
締
切　

１
月　

日
（
金
）

１１

　

申
込
・
問
合
先　

環
境
課

可
児
市
体
育
連
盟 

体
力
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

可
児
市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場
に
あ

る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す
る
た
め

の
、
講
習
会
の
受
講
者
募
集
し
ま
す
。

●
期
日
と
講
習
時
間　

○
２
月
４
日
（
月
）

午
前　

時
〜
正
午　

○
２
月　

日
（
土
）

１０

２３

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

市
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
場

（
坂
戸
・
海
洋
セ
ン
タ
ー
隣
）

●
対
象
者　

高
校
生
以
上
の
人
（
子
ど
も
連

れ
の
参
加
は
不
可
）

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

１８

●
持
ち
物　

運
動
服
・
室
内
靴

●
受
講
料　

５
０
０
円
（
釣
り
銭
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
）

●
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
体
育
連
盟
窓
口

で
申
し
込
む（
当
日
の
申
込
受
付
は
不
可
）

●
申
込
開
始
日
時　

１
月
９
日
（
水
）
午
前

８
時　

分
〜

３０

※
講
習
時
間　

分
前
に
は
受
け
付
け
を
済
ま

１０

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

同
連
盟
事
務
局 
�
�
８
６
０
０

可
児
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
新
人
会
員
を
募
集

　

可
児
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会
で
は
、
平
成

　

年
度
の
新
入
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

２０●
対
象
者　

○
一
般
・
シ
ニ
ア
会
員
＝
中
学

３
年
生
以
上　

○
ジ
ュ
ニ
ア
会
員
＝
小
学

５
年
生
〜
中
学
２
年
生（
た
だ
し
、親
子
参

加
の
場
合
の
み
小
学
校
３
年
生
よ
り
可
）

●
年
会
費　

４
０
０
０
円（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
他
）

●
練
習
日
時　

毎
週
金
曜
日　

午
後
７
時
〜

９
時

●
場
所　

可
児
市
弓
道
場
（
谷
迫
間
）

※
初
心
者
用
弓
具
は
協
会
で
お
貸
し
し
ま
す
。

※
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
コ
ー
チ
の
補
助
、
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
経
験
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

 
問
合
先　

体
育
連
盟
事
務
局
�
�
８
６

０
０
、
ま
た
は
可
児
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協

会
の
林
さ
ん
�
�
２
７
７
７

可
児
商
工
会
議
所 

 　

不
振
に
陥
っ
て
い
る
会
社
を
再
び
輝
く
企

業
に
再
生
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し

ま
す
。

●
期
日　

２
月　

日
（
水
）

１３

●
時
間　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
対
象
者　

経
営
者
、
後
継
者
、
経
営
幹
部

社
員
な
ど

●
講
師　

河
内
新
治
さ
ん
（
岐
阜
県
中
小
企

業
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
受
講
料　

無
料

　

申
込
・
問
合
先　

可
児
商
工
会
議
所

 

�
�
０
０
１
１ 

「
事
業
計
画
・
経
営
戦
略
」

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
を
募
集

昨年の凧つくり教室

●期日　１月１２日（土）、１３日（日）
※この２日間は、特別無料感謝デーで入園無料

　主な催し 

　凧つくり教室　
�時間　両日とも①午前１０時～　②午後１時～
�申込方法　当日午前９時～会場（花のミュージ
アム２階研修室）にて申し込む（各回先着３０人）
�参加費　５００円

　和太鼓×マリンバ生演奏　
�期日　１月１２日（土）
�時間　①午前１１時３０分～　②午後１時３０分～
●問合先　花フェスタ記念公園　��７３７３
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中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー 

里
親
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

　

親
の
事
故
・
病
気
や
離
婚
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
情
に
よ
り
自
分
の
家
庭
で
暮
ら
せ
な

く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。
中
濃
子

ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
と
中
濃
地
方
里
親
会

は
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
て
、
子
ど
も
た

ち
を
親
に
代
わ
っ
て
育
て
て
く
だ
さ
る
「
里

親
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
里
親
」
に
関
心
を
お
持
ち
の
方

を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
期
日
と
場
所　

○
１
月　

日
（
日
）
＝
広

２７

見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア　

○
２
月　

日
２４

（
日
）
＝
関
市
総
合
福
祉
会
館
（
わ
か
く
さ

プ
ラ
ザ
）

●
時
間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

　

申
込
・
問
合
先　

中
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン

タ
ー 

�
０
５
７
４
�
３
１
１
１

可
児
市
家
庭
教
育
支
援
事
業 

応
急
手
当
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か

　
「
家
族
で
守
る
子
ど
も
の
安
全
」を
テ
ー
マ

に
応
急
手
当
の
体
得
を
目
的
と
し
た
家
庭
教

育
講
座
を
行
い
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
、
子

ど
も
を
守
る
の
は
身
近
に
い
る
家
族
で
す
。

●
期
日　

２
月
３
日
（
日
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所　

広
見
公
民
館
ゆ
と
り
ピ
ア

●
内
容　

救
急
救
命
法
講
習

●
対
象
者　

一
般

●
定
員　
　

人
（
先
着
順
）

３０

●
講
師　

南
消
防
署
救
急
救
命
士

●
参
加
費　

無
料

●
服
装　

動
き
や
す
い
服
装

●
申
込
方
法　

氏
名
、住
所
を
、電
子
メ
ー
ル

（syogaigakusyu@
city.kani.lg.jp

）

か
電
話
の
い
ず
れ
か
で
生
涯
学
習
課
ま
で

申
し
込
む

●
申
込
締
切　

１
月　

日
（
木
）

２４

　

問
合
先　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

人
材
バ
ン
ク
登
録
を
受
け
付
け 

 　

市
教
育
委
員
会
は
、
可
児
市
小
中
学
校
の

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
・
特
別
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー
・
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
希
望
者
の
人
材
バ

ン
ク
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
岐
阜
県
小
中
学
校
講
師
の
人
材
バ

ン
ク
登
録
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
必
要
資
格

▽
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
・
特
別
支
援
サ
ポ

ー
タ
ー
お
よ
び
岐
阜
県
小
中
学
校
講
師

　

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教
員
免
許
の
所

有
者
ま
た
は
３
月
末
日
ま
で
に
免
許
取
得

見
込
み
の
人
（
特
別
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
は

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の
免
許
所
有
で
も

可
）

▽
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー　

日
本
語
お
よ
び
ポ
ル

ト
ガ
ル
語
を
通
訳
で
き
る
人

小
中
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
・
講
師
の

人
材
バ
ン
ク
登
録
を
受
け
付
け
中

●
登
録
申
込
締
切　

１
月　

日
（
金
）

１８

●
市
立
小
中
学
校
サ
ポ
ー
タ
ー
の
採
用
試
験

２
月　

日
（
水
）
に
実
施
予
定

１３

※
人
材
バ
ン
ク
登
録
用
紙
は
市
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
の
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

　

申
込
・
問
合
先　

学
校
教
育
課

健
康
増
進
課 

保
健
推
進
員
を
募
集

　

市
が
実
施
す
る
保
健
事
業
に
ご
協
力
い
た

だ
く
保
健
推
進
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
資
格　

次
の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
人　

○
市
内
在
住
で
不
定
期
な
活
動
が
で
き
る

人　

○
保
健
推
進
員
養
成
講
座
（
２
月
下

旬
〜
３
月
中
旬
の
間
に
４
回
実
施
）
を
す

べ
て
受
講
で
き
る
人

●
委
嘱
期
間　

平
成　

年
４
月
１
日
〜　

年

２０

２３

３
月　

日
３１

●
活
動
内
容　

市
が
実
施
す
る
次
の
よ
う
な

保
健
事
業
へ
の
協
力　

○
健
康
診
査
、
相

談
時
の
協
力（
月
１
〜
２
回
）　

○
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
活
動

●
定
員　
　

人
３０

●
申
込
期
間　

１
月
４
日（
金
）〜　

日（
金
）

２５

　

申
込
・
問
合
先　

健
康
増
進
課 

　わくわく体験館のガラス工房では、「吹きガラス」と「ステンドグラ
ス」の初級講座受講生をそれぞれ募集します。
●コースと日時　（吹きガラス、ステンドグラスとも全６回）

期　　日時　　間
（かっこ内はステンドグラス）コース名

２/７、１４、２１、２８、
３/６、１３

午前９時～正午
（午前９時３０分～正午）

木曜午前
コース

２/８、１５、２２、２９、
３/７、１４

午後１時～４時
（午後１時～３時３０分）

金曜午後
コース

２/９、１６、２３、
３/１、８、１５

午前９時～正午
（午前９時３０分～正午）

土曜午前
コース

ステンドグラス吹きガラス講座名

ステンドグラスの技法で、「鏡」を作
る

基礎を学びながら、グラスや小鉢
などを作る内　容

各コース１５人（抽選）各コース３人（抽選）定　員

１８,０００円（材料費込み）１５,０００円（材料費込み）受講料

吹きガラスの作品

●講座の内容など　

※吹きガラスは、長袖、長ズボン（綿、麻な
どの素材）、ズック靴（布、革製）を着用。

●場所　わくわく体験館（塩河）
●対象者　一般
●申込締切　１月２０日（日）
●申込・問合先　同館��１５１５
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文
化
協
会 

着
付
け
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

　

可
児
市
文
化
協
会
和
装
部
は
、
冬
の
着
付

け
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

１
月
〜
６
月
（
全　

回
）

１２

●
日
時
と
申
込
・
問
合
先　

●
場
所　

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー（
下
恵
土
）

●
対
象
者　

初
心
者

●
内
容　

普
段
着
と
半
巾
か
ら
小
紋
の
着
物

に
名
古
屋
帯
ま
で

●
定
員　

各　

人
（
先
着
順
）

２０

●
受
講
料　

６
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

各
部
の
代
表
者
に
電
話
（
留

守
録
も
可
）
で
申
し
込
む
か
、
名
前
、
住

所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
た
紙
を
フ
ァ
ク

ス
す
る

入
札 

参
加
資
格
申
請
の
受
け
付
け

　

市
は
、
平
成　

・　

・　

年
度
に
市
が
発

２０

２１

２２

注
す
る
物
品
そ
の
他
の
入
札
参
加
資
格
申
請

の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。

●
期
日　

２
月
１
日（
金
）〜　

日（
金
）（
土
・

１５

日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　

午
前
９
時
〜　

時　

分
、
午
後
１

１１

３０

時
〜
３
時　

分
３０

●
場
所　

市
役
所
増
築
棟
１
階
（
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
の
奥
）

●
提
出
書
類　

申
請
書
お
よ
び
市
指
定
の
電

算
入
力
票

●
提
出
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
提
出

要
領
に
よ
る
（
郵
送
は
不
可
）

※
建
設
工
事
お
よ
び
測
量
・
設
計
コ
ン
サ
ル

業
務
は
、
岐
阜
県
・
市
町
村
の
共
同
受
け

付
け
で
行
い
ま
す
。

　

問
合
先　

管
財
課

都
市
計
画 

都
市
計
画
案
の
縦
覧

　

市
は
、
次
の
と
お
り
都
市
計
画
案
の
縦
覧

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
案
に
つ
い
て
、

縦
覧
期
間
満
了
ま
で
市
長
に
意
見
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
都
市
計
画
の
種
類　

　

可
児
都
市
計
画
道
路
の
変
更
３
・
５
・
８

富
士
の
井
線
の
変
更
〈
市
決
定
〉

●
期
間　

１
月
７
日
（
月
）
〜　

日
（
月
）

２１

　
（
土
・
日
、
祝
日
を
除
く
）

●
時
間　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

●
場
所　

都
市
計
画
課

　

問
合
先　

都
市
計
画
課

老
人
保
健
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

 　

老
人
保
健
お
よ
び
４
月
か
ら
始
ま
る
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
の
事
務
手
続
き
は
総
合
会

館
２
階
い
き
い
き
長
寿
課
内
で
行
っ
て
い
ま

し
た
が
、
１
月
４
日
（
金
）
か
ら
庁
舎
増
築

棟
１
階
の
国
保
年
金
課
で
受
付
業
務
を
行
い

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
合
先　

国
保
年
金
課

老
人
保
健
・
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

案
内 

G
u

id
an

ce
申込・問合先時間曜日コース

江見玲子さん
���２８５３

午前１０時３０分
～正午

第１・３
金曜日

（初回は１月１１日）
朝の部

兼松可津代さん
���１５４３

午後７時３０分
～９時

第１・３
水曜日

（初回は１月９日）
夜の部

 かに米キャンペーン展開中 
地産地消を推進しよう

　今年も昨年に引き続き、可児市米消費拡大
推進協議会（めぐみの農協・市内米穀店・市
による）では、可児でつくられたお米を、多
くの皆さんに食べていただくことを目的に、
新米キャンペーンを実施しています。
　可児地域で一番多く作付されているお米
「あさひの夢」は、「ハツシモ」の血筋を引き
粒ぞろいが良く、粘りはほどほどですが、舌
ざわりの滑らかな食味のお米です。
　キャンペーンではこの「あさひの夢」を
『かに米』として、市内の農協や協議会加盟の
米穀店店頭にてお値打ちに販売しています。
　ぜひ、この機会に地元産の『かに米』を食
べてみませんか。
　取扱店は下ののぼりが立っているお店で
す。
●問合先　農林課

かに米のパッケージ

取扱店ののぼり
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【市役所】〒509-0292 広見一丁目1番地　1烝1111
http://www.city.kani.lg.jp/

岐
阜
中
濃
保
健
所 

心
の
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

　

無
料
相
談
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

１
月　

日
（
火
）

２２

●
時
間　

午
後
２
時
〜
５
時
の
間
で
１
時
間

程
度
（
予
約
時
に
時
間
を
調
整
し
ま
す
）

●
場
所　

総
合
会
館
（
市
役
所
向
か
い
）

●
内
容　

心
の
健
康
に
関
す
る
相
談
に
精
神

科
専
門
医
と
保
健
師
が
対
応
し
ま
す

●
申
込
方
法　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
事
前

に
可
児
市
役
所
福
祉
課
ま
で
予
約
を
し
て

下
さ
い
。

　

申
込
・
問
合
先　

福
祉
課

ゆ
ず
り
ま
す

●
ベ
ビ
ー
カ
ー（
コ
ン
ビ
ア
イ
ス
ル
ー
、６
年

前
に
購
入
し
使
用
、
少
し
傷
は
あ
り
ま
す

が
状
態
は
良
い
）
を
無
料
で
取
り
に
来
ら

れ
る
方
に
ゆ
ず
り
ま
す
。（
吉
山
さ
ん
�
�

１
６
３
３
）

●
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
（
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

製
平
成　

年
に
購
入
、
ワ
ン
シ
ー
ズ
ン
使

１７

用
、
サ
イ
ズ
１
７
５
・　

・
Ｒ　

・　

Ｓ
、

７０

１３

８２

タ
イ
ヤ
の
み
）
を
無
料
で
取
り
に
来
ら
れ

る
方
に
ゆ
ず
り
ま
す
。（
三
浦
さ
ん
電
話
�

�
４
５
３
８
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
資
源
を
大
切
に
す
る

運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
先　

商
工
観
光
課

ゆ
ず
り
ま
す 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い 

資源集団回収にご協力を
１月８日（火）、２７日（日）
午前９時～午後３時

日　　時

可児市生活学校回収団体

瓶、缶、ペットボトル、トレー、発泡
スチロール、紙類（紙パック、段ボ
ール、紙容器、新聞、雑誌、チラ
シ）
※新聞とチラシは分ける。

回収品目

可児市エコドーム
（姫ケ丘・可児工業団地内）

場　　所

缶
ペットボトル
トレー資源

金物類
粗大ごみ収集地区

３０貉２３貉
中恵土・下恵土・禅台寺・
徳野南・平貝戸・明智・
石森・石井

３１貅２４貅今渡・土田

２８豺２１豺菅刈・西帷子・緑・鳩吹台・
若葉台・虹ケ丘

２４貅１７貅東帷子・愛岐ケ丘・長坂・
光陽台・長洞・帷子新町

２３貉１６貉
川合・川合北・谷迫間・
清水ケ丘・日本ランド・
美里ケ丘・坂戸・矢戸・
塩・塩河・室原・坂戸台

２９貂８貂
久々利・羽崎・二野・緑ケ丘・
羽生ケ丘・瀬田・柿田・
しらさぎ・渕之上・兼山

１８貊１１貊
下切・北姫ニュータウン・
みずきケ丘・今・広眺ケ丘・
広見

２２貂１８貊
桜ケ丘・皐ケ丘・桂ケ丘・
小滝苑・柿下・大森・松伏・
大森台・星見台

※１月のガラス類・瓶資源・紙容器、陶磁器類の資源
収集日は、広報かに１２月１５日号に掲載しています。

1月のごみ・リサイクル資源収集日

※1月31日までに納め
ましょう。

4期●市・県民税

8期

●国民健康保険税
介護保険料

1月の税金 

１月２６日（土）
午前８時３０分～午前９時３０分

日　　時

西浅間子どもサポート隊回収団体

新聞、雑誌、チラシ、ダンボール・
牛乳パック・アルミ缶・古着

回収品目

浅間クラブ前
（今渡・浅間神社地内）

場　　所

色彩の基準を設定
　景観計画には、「行為の制限（規制）」を必ず定めなければなら
ないことが、景観法で決まっています。これは、行政としてある
程度の強制力をもって景観の形成をコントロールしていく必要が
あるためです。
　可児市においては、今まで景観の規制基準に関する条例があり
ませんでした。そのため、今回が初めての導入となり、まずは市
全体に大枠の基準を設けていきたいと考えています。そして、市
民の合意形成ができた地域については、より詳細なルールを設け
ていきたいと考えています。
　このような中、大規模な建築物の色彩は、目に入りやすく、印
象に残りやすい要素であり、まちの景観に大きな影響を及ぼしま
す。けばけばしい色彩を使わないような、具体的な基準を設けて
いく予定です。
　詳しくは、今月から各地域で開催する「景観計画地域説明会」
で説明します。ぜひ、ご参加ください。
※詳しい日時は１２月１５日号の広報紙を参照してください。
●問合先　都市計画課

良好な景観によるまちづくり良好な景観によるまちづくり　第6回第6回
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献血
●期日　１月２２日（火）　●受付時間
１０時～１時、２時～４時　●場所
ユニー可児店（中恵土）　※日時など
は、都合により変更することがあり
ます。　※４００ml献血にご協力くだ
さい。

BCG
●期日　１月１５日（火）　●受付時間
１時３０分～１時５０分　●場所　保健
センター　●対象者　１９年９月１６日
～３０日生まれ　※BCGの後４週間
は、ほかの予防接種を受けないでく
ださい。対象者は個別に通知します。

三種混合（初回・追加）

●対象者　生後３カ月以上９０カ月未
満の乳幼児　※１期初回は３～８週
間の間隔で接種　※１期追加は初回
（３回目）終了後１年～１年半の間隔
で接種

７か月児相談
●期日　１月１５日（火）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　１９年５月生まれ

１歳６か月児健康診査
●期日と対象者　○１月１６日（水）＝
１８年６月１日～１５日生まれ　○１月
２２日（火）＝１８年６月１６日～３０日生
まれ　●受付時間　１時～１時１５分
●場所　保健センター　

３歳児健康診査
●期日と対象者　○１月１８日（金）＝
１６年１２月１日～１５日生まれ　○１月
２５日（金）＝１６年１２月１６日～３１日生
まれ　●受付時間　１時～１時１５分
●場所　保健センター

あこがれママ教室
●期日　○１課＝１月１１日（金）　○２
課＝１月１８日（金）　○３課＝１月２５
日（金）　●受付時間　９時～９時１０
分　●場所　保健センター　●内容
○１課＝妊娠中の生活と栄養（試食）
○２課＝歯の衛生（歯ブラシ、手鏡、
コップを持参）、妊婦体操（運動ので
きる服装、飲み物を持参）○３課＝
臨月からお産、乳房の手当て

こども相談
●期日　１月１７日（木）　●受付時間
９時～１０時３０分　●場所　保健セン
ター　●対象者　乳幼児を持つ人
※育児に関する相談に応じます。

こども歯みがき相談
●期日　１月２１日（月）　●受付時間
１時２０分～２時　●場所　保健セン
ター　●対象者　１７年９月生まれ
●内容　歯科健診、歯こう染め出し、
ブラッシング指導、おやつ指導
●持ち物　母子手帳、エプロン、タ
オル、歯ブラシ、手鏡、コップ　●申
込先　健康増進課（前日までに）

離乳食モグモグ教室
●期日　１月３０日（水）　●受付時間
９時４５分～１０時　●場所　総合会館
（市役所向かい）　●対象者　離乳中
期以降の子どもを持つ人　●持ち物
エプロン、三角きん、手ふき　●申
込締切　１月２３日（水）　●申込先
健康増進課

母子健康手帳交付
●期日　毎週金曜日　●受付時間
９時１５分～９時３０分　●場所　保健
センター

　７か月相談・１歳６か月児健診・３歳児健診と保健センターで行われる予防接種の番号札は、午前８時３０分から受付
に用意しています。番号札を利用する場合は、母子健康手帳を持参の上、お越しください。　●問合先　健康増進課

人権・困りごと相談
●期日　１月１１日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　図書館本館（広見）
●問合先　まちづくり推進課

生涯学習相談
●期日と場所　○１月１２日（土）＝
帷子公民館　○１月２０日（日）＝文
化創造センター（下恵土）　○１月２２
日（火）＝桜ケ丘公民館　●時間
１時～４時　※学びや活動について
年齢を問わず、気軽にご相談くださ
い。　●問合先　生涯学習課

景観相談
●日時　〇緑化＝１月２１日（月）２
時～４時　〇デザイン・色彩＝１月
１８日（金）９時３０分～１１時３０分　●場
所　市役所１階相談室　●申込方法
都市計画課へ電話で予約する　●問
合先　同課

行政相談
●期日　１月１１日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階相談室
●問合先　総務課

法律相談
●期日　１月１５日（火）、２２日（火）
●受付時間　１時～２時　●場所　広
見公民館ゆとりピア　●相談員 弁
護士　●問合先　まちづくり推進課

心配ごと相談
●期日　毎週火曜日　●時間　１時
～４時　●場所　広見公民館ゆとり
ピア　●相談員　行政書士・司法書
士、民生児童委員　●問合先　市社
会福祉協議会　��１５５５

ことば・発達相談
●日時　平日の３時３０分～４時３０分
の間に電話で予約する　●場所　養
護訓練センター（可児警察署西）●申
込・問合先　同センター　��０２５５

発達と教育の相談会
●期日　１月１６日（水）　●時間　１時
３０分～３時３０分　●場所　総合会館
分室（ＪＲ可児駅西）　●申込方法　
各幼稚園、各保育園、小中学校に備
え付けの相談申込書で申し込むか、
教育研究所へ電話で予約する　●問
合先　同研究所　��４８４１

消費生活相談
●期日　毎週月・水・金曜日　●時間
９時３０分～２時３０分　●場所　市役
所１階相談室　●問合先　商工観光
課

住宅（建築）相談
●期日　１月１８日（金）　●時間　１時
～４時　●場所　市役所１階相談室
●問合先　建築指導課

精神保健福祉相談
●期日　１月１８日（金）●時間　１
時３０分～４時３０分　●場所　兼山振
興事務所　●申込方法　福祉課へ電
話で予約する　●問合先　同課

場　所受付時間期　日

広見東公民館２時～２時３０分１／１６（水）

平牧公民館２時～２時３０分１／２２（火）
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「夫が働き、妻は家庭」に「反対」が初めて過半数 

No.17
男女共同 

No.17
生活リズムを見直そう 生活リズムを見直そう 

●問合先　まちづくり推進課 

　内閣府が「男女共同参画社会に関する世論調査」（平成

19年8月調査）を公表しましたので、ここで少し紹介します。 

　女性が職業を持つことについての考えは、男女ともに、

「子どもができてもずっと働き続ける方がよい」が前回

調査（平成16年）から引き続き増加して最も多く、女性

が働き続けることに対し、より肯定的になったと言えます。 

　また、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」という

固定的性別役割分担については、今回初めて反対が5割を

超えました。 

　可児市でも、9月に「男女共同参画市民意識アンケート

調査」を実施しました。内閣府の調査と同じ質問で、「子ど

もができてもずっと職業を続ける方がよい」が、9年前の

20.7％から24.1％に、また、性別によって役割を決めるよ

うな考え方について、「男女ともに仕事をするが、家事・育

児・介護の役割も分かち合うのがよい」が、9年前の63.5%

から66.8%に、

いずれも増加

しています。 

　これらの結

果から、少し

ずつですが男

女の役割分担

についての意

識の変化をうかがうことができます。 

　可児市の調査結果は、今後、広報やホームページ上で

公表していきます（内閣府の結果は、ホームページ

http://www8.cao.go.jp/survey/index.htmlをご覧くだ

さい）。 

※参考：男女共同参画推進本部ニュース№25 

●問合先　総合政策課 

賛成（男女計） 
反対（男女計） 

　子どもが心も体も元気で健康に育つためには、朝早く

起きる、しっかり食べる、思い切り体を使って遊ぶ、ぐ

っすり眠るといった規則正しい生活リズムができている

ことが大切です。 

規則正しい生活リズムを整えるためには？ 

早起きして朝の光を浴びましょう 

　人の体内時間は、本当は１日25時間サイクルです。人

と地球の間には１時間のズレがあり、このズレを朝の光

によって調節しています。朝起きたらカーテンを開けて、

太陽の光を浴びましょう。遅くても午前８時までには起

きるようにしましょう。 

朝ごはんをしっかり食べましょう 

　朝ごはんは体温を上昇させて血液の循環を良くし、脳

や体にエネルギーを補給してくれます。毎日同じ時間に

食べるようにしましょう。 

午前中は体を使い元気よく遊びましょう 

　昼間の活動が、その日の夜の眠りを左右します。午前

中は体をいっぱい使う遊びを取り入れましょう。 

お昼寝は決まった時刻にしましょう 

　昼寝が長くなると、夜寝る時間が遅くなってしまうの

で、２時間以内を目安に、遅くても午後３時半ごろまで

には起こすようにしましょう。起こす時刻は一定にする

ほうがよいでしょう。 

寝かしつけをしましょう 

　眠くなったら寝かせるのではなく、決まった時間にき

ちんと「眠らせること」が大切です。午後９時～９時半

には部屋を暗くして静かな環境をつくり、寝かしつけま

しょう。夜中ぐっすり眠ることで、子どもの成長にとっ

て必要なホルモンが多く分泌されます。 

●問合先　健康増進課 

　今回は世界のお正月を紹介します。 
　ニューヨークのカウントダウンは有名ですね。北米やヨーロッパでは、お正月は１月１日だけですが、
花火や爆竹を鳴らして盛大に祝います。カトリックの国々や中南米の国では、除夜の鐘に合わせて
１２粒のブトウを食べる習慣があります。中国、台湾、韓国、ベトナムは旧暦でお正月を祝いますが、日
本と同じように獅子舞が出るところも多いようです。 
　各国のお正月料理を挙げてみると、ブラジルでは子豚の丸焼き、フィリピンは鯛の甘酢あんかけ、
韓国ではお雑煮「トックッ」などがあります。中国では年越しそばではなく、ギョウザを食べるそうです。
このように世界のお正月もさまざまで、それぞれに文化を持っています。 
　たこ揚げやこま回し、おせち料理など、日本のお正月の伝統も引き継いでいきたいですね。 

夫は外で働き、妻は家庭を守るべきという考え方について 

（注）「賛成」、「反対」の他に「わからない」との回答があるため、合計しても１００%にならない。 
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広報かに ２００８.１.１��

　平成になって早や２０年を迎えました。

昭和がふた昔前となり、自分の中で大き

なウェイトを占めていた「昭和」の割合

がだんだん少なくなります。 

　今回取材した、民生委員・児童委員の

方々は、「隣人愛」・「奉仕の精神」を実

践されようとしています。こうした言葉も、

よき「昭和」のイメージを連想させますが、

「平成」の価値規範では、忘れられがち

です。 

　たまに立ち止まり、時の流れから身を

はずす余裕を持って、この１年に望みた

いと思います。 （雅） 

広報かには、ボランティアグループ
により音訳されています。音訳版の
広報を希望する人は、図書館本館に
ご連絡ください。 

編集後記 

『声の文化と子どもの本』 
松居直／著（日本キリスト教団出版局） 

『女の旅じたく』岸本葉子／著（角川学芸出版） 
『ブレインライティング』 

高橋誠／著（東洋経済新報社） 
『ポップアップカード　飛びだすカードに 

あふれる想いを込めて…』（ブティック社） 

『長くつ下のピッピ』アストリッド・リンドグレーン／作（岩波書店） 
『グレート・ワンダーシップへようこそ！』 

五味太郎／作（偕成社） 
『ティーピーとふしぎなおしろ』西巻かな／作（学研） 

 

生活リズムを見直そう 

●「明けましておめでとう」展 
　１／５（土）～１／１４（月）　本館 
●「あなたに届いた年賀状」展 
　１／１８（金）～２／１１（月）本館 
●「昭和の和凧」展 
　１／５（土）～１／２４（木）　帷子分館 
●「心あたたまる　手作りの絵本」展 
　１／５（土）～１／２４（木）桜ケ丘分館 

図書館だより 
本　　　館　蕁烝5120 
　　　　　　（火曜～金曜　午前１０時～午後７時） 
　　　　　　（土曜・日曜　午前１０時～午後５時） 
帷 子 分 館　蕁烽8530 
桜ケ丘分館　蕁焉3473 
　　　　　　（分館は全日　午前９時～午後５時） 
http：//www.tosyokan.kani.gifu.jp/

展示のご案内 

新しく入った本 

M E D I A 　 I N F O R M A T I O N

　ふるさと調査官カニダーの、1年間の調査をク
イズで振り返ります。 

1／1（祝）～4（金） 

●新春特番カニダークイズ 

　1年間に放送した特集・シリーズ番組の中から、
選んでお送りします。 

1／5（土）～11（金） 

●特集アンコール 

　発掘調査を行っている金山城跡（兼山）の今年
度調査の状況を報告します。 
★シリーズ：図書館めぐり 

1／12（土）～18（金） 

●市内文化財案内（第7回） 

　1月13日に行われる平成20年可児市成人式
の模様をお伝えします。 
★シリーズ：学校めぐり 

1／19（土）～25（金） 

●うるおいライフ 

　法テラスをご存じですか？　法テラスとは何か、
また、その活用法の紹介です。 
★シリーズ：我ら！多文化共生 

1／26（土）～2／1（金） 

●法テラス 

ケーブルテレビ可児 （アナログ7ch、デジタル12・177ch ）で毎日放映中！！ 

●FMでんでん 

【日時と場所】 
○本館・帷子分館　毎週土曜日　午後２時～ 
○桜ケ丘分館　毎週土曜日　午前１１時１０分～ 
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の紹介など 

かにっ子タイム 

【日時と場所】 
○本館　第２・４木曜日　午前１１時～ 
○帷子分館　第２・４木曜日　午前１０時３０分～ 
○桜ケ丘分館　第１・３・５水曜日　午前１０時～ 
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど 

ちびっこかにっ子タイム 

楽しい音楽とともに、市からの情報を提供しています。 
ぜひお聞きください。 

「FMでんでん」にて放送！ 

76．8MHｚ 毎週月～金曜日 
午前9時～9時15分 
午後5時～5時15分（再放送） 

７：３０・１２：００・１９：００・２０：３０・２２：００ 
（土・日曜日は１４：００にも放送） 

※番組の内容や時間は変更することがあります。 

KANI city インフォメーション 

【本館】１月１日（祝）～４日（金）、毎週月曜日 
　　　（１４日（祝）は開館）、１５日（火）、２５日（金） 
【分館】１月１日（祝）～４日（金）、毎週月曜日、 
　　　１５日（火）、２５日（金） 

休館日 

●  1／11（金） 
春里連絡所・公民館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：10～2：50 
光陽台四丁目公園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：00～3：40 
西可児中学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：50～4：30 
● 1／16（水） 
柿下公民館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1：30～2：00 
緑ケ丘二丁目バス停・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：10～2：50 
広見東連絡所・公民館・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：05～3：30 
東明小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：45～4：30 
● 1／17（木） 
可児川苑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1：30～2：00 
日本ランド公民館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：10～2：30 
帷子小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：50～3：30 
ふれあいセンター長坂・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：40～4：30 
● 1／18（金） 
奥山台あすなろ公園・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1：30～2：05 
星見台・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：20～2：50 
松伏団地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：05～3：35 
旭小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：50～4：30 
● 1／22（火） 
桂ケ丘二丁目バス停・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：00～2：50 
桜ケ丘西友駐車場・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：05～3：40 
桜ケ丘小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：50～4：30 
● 1／23（水） 
福寿苑・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1：30～2：00 
大平公民館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：15～2：45 
広見小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：05～3：50 
しらさぎ団地・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4：05～4：30 
● 1／24（木） 
みずきケ丘三丁目公園・・・・・・・・・・・・・・・・ 1：30～2：00 
今公民館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：10～2：40 
清水ケ丘集会所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2：55～3：30 
南帷子小学校・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3：45～4：30

【
一
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】 

【
児
童
書
】 

４７.９ 



��

 

花もちは、冬場に生花がなくなる雪国の人々が生み出したお正月の飾り
物で、木の株から出た枝に紅白などのもちを巻き付け福を招くといわれる
縁起物です。 
雪の少ないこの地方でも、愛らしい花もちはお正月気分をいっそう盛り上
げてくれます。 
今年もよい年でありますように。 （瀬田） 

　ボートの女子かじ付き４人スカルでインターハイに続

き国体でも優勝を飾りました。伝統ある加茂高校ボート

部の歴史の中でも、３０数年ぶりの快挙です。 

　ボートを始めたきっかけは、高校入学直後の部活動体

験に参加したこと。水面近くを疾走するボートの爽快感

に魅せられ入部しました。３年生となった今年度は、キャ

プテンとして２０人の女子部員を引っぱってきました。顧

問の古田教諭は「努力家で練習を一生懸命やってきた

成果」と評します。進路も決まり、大学でもボートを続け

る田口さんは、「良いチームメイトにも恵まれて、楽しく

頑張ってこられた。大学でも日本一を目指します」とさ

わやかに語りました。 

花もち 

No.612 ２００８年１月１日号 

市の人口　１０２,６３６人 （男／５１,０５９人　女／５１,５７７人）　世帯数　３７,６５０世帯　（１２月１日現在） 
 （前月より７１人増・５１世帯増、昨年同月より７２７人増・６７８世帯増） 

編集・発行／可児市役所　〒509-0292　岐阜県可児市広見一丁目1番地　蕁（0574）烝1111　蕭（0574）烋0345　URL http://www.city.kani.lg.jp/ 
 

広報かには古紙配合率１００％・白色度８０％再生紙を使用し、 
地球に優しい大豆油１００％のインキで印刷されています。 VOC成分 

ゼロ 

表紙の人 
　田口　莉佳子さん 
　（美濃加茂市内 小山漕艇練習場にて） 

花もち 


